








え、日本の高等教育分野でも、Global 30 Project（MEXT 2011）やTop Global University Project（MEXT 2014）
などを通して、留学生が増加し、大学での英語を媒介とする授業（English-Medium Instruction – 以下EMI）
が奨励されている。しかし、2015年度の調査で、このEMIでの‘E’つまり英語と関連する英語教育がグロー
バル化の実態に必ずしもあっていないことが明らかになった（村田・飯野・小中原 2017）。よって、本調査は、












本研究は、英語を媒介とする授業（English-Medium Instruction – 以下EMI）を履修する大学生
のEMIに対する意識とEMIクラスで使用されている英語に対する意識、加えて仕事で英語を使
用する日本人ビジネスピープルの、現場で使用されている英語に対する意識をアンケート調査で




増え、日本の高等教育分野でも、Global 30 Project（MEXT, 2011）やTop Global University Project
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教える（“the use of the English language to teach academic subjects in countries or jurisdictions where the 
first language（L1）of the majority of the population is not English”）」（Dearden 2014: 2, 4）ことと定義
される。しかし、日本の多くの大学においてそうであるように、EMIは学生や教員の多数が言語





ている傾向がある（村田他 2017，Murata 2016 a, bも参照）。加速するグローバル化に対応した教育
を行うには、このEMIでの英語使用の実態を、ELFの視点から正確に把握することが急務である。
同様に、ELFの使用は多文化・多言語化が進むビジネス現場や職場でも顕著である（Cogo 
2016, Ehrenreich 2016, Otsu 2017等）。例えば、近年、より多くの日本企業が多様な言語・文化背景
出身の人々を雇用する傾向にある。厚生労働省の『「外国人雇用状況」の届出状況』（2017年１月
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表２．2015年度、2016年度回答比較：EMIに賛成か
EMIコース EMIプログラム
2015 2016 2015 2016
賛成 51.3％（39）  52％（103） 61.5％（24）  46％（19）
やや賛成 38.2％（29）  29％（ 58） 30.8％（12）  41％（17）
やや反対  9.2％（ 7）  14％（ 28）  7.7％（ 3）   7％（ 3）
反対  1.3％（ 1）   4％（  7）    0％（ 0）   5％（ 2）
無回答   1％（  2）
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教育・総合科学学術院 社会科学総合学術院 ２学術院の合計 国際学術院
留学生 全体 留学生 全体 留学生 全体 留学生 全体
学部 48（ 1.0％） 4,623 139（ 4.5％） 3,078 187（ 2.4％） 7,701 676（24.2％） 2,793
大学院 44（12.6％）  350  81（44.3％）   183 125（23.9％）   522 140（92.7％）   151
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コメントのタイプ EMIコース EMIプログラムf ％ f ％
ELF志向（分かりやすい、工夫している、適度等）  44  19.7％  4   9.1％
ネイティブと比較して否定的  37  16.6％  4   9.1％
ネイティブと比較して肯定的  11   4.9％  1   2.3％
レベル差問題視  13   5.8％ 23  52.3％
日本語使用肯定的   8   3.6％
日本語使用否定的   1   0.4％  3   6.8％
授業形態について肯定的  10   4.5％
授業形態について否定的   9   4.0％  2   4.5％
その他  57  25.6％  2   4.5％
無回答  33  14.8％  5  11.4％



















“Japanese professors are usually not good at English. Therefore they often use Japanese. Because 





“Many professors of linguistics classes are great English speakers. However, it seems to me 
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コメント f ％ コメント f ％
意思疎通ができる   3  1.5％ レベル差 10 24.4％
英語使用・使用環境の評価  12  6.1％ レベル差、その他（内容より英語力）  1  2.4％
英語不使用、日本語使用  16  8.1％ レベルが高い  4  9.8％
刺激を受ける   9  4.6％ レベル差による授業への参加度の差  2  4.9％
冗長的   2  1.0％ 教室内外の言語使用の違い  1  2.4％
精神的に楽   2  1.0％ 自信のなさ  1  2.4％
積極性の欠如   5  2.5％ 多様性  2  4.9％
積極的   5  2.5％ 多様性、アカデミック  1  2.4％
全般的に肯定的（良い、できる、楽しい）  22 11.2％ 多様性、レベル高い  1  2.4％
全般的に否定的（良くない、できない）   5  2.5％ 多様性、多様な英語  1  2.4％
伝わらない・理解できない   2  1.0％ 第一言語の使用  1  2.4％
日本人同士で人工的   1  0.5％ 日本語使用  1  2.4％
流暢   4  2.0％ 流暢  1  2.4％
流暢でない   4  2.0％ 留学後レベルアップ  3  7.3％
レベルが同じ   2  1.0％ その他（意見交換）  1  2.4％
レベルが高い  11  5.6％ その他（英語・日本語比較）  1  2.4％
レベルが低い   7  3.6％ その他（言語を混ぜる、どっち付かず）  1  2.4％
レベル差  27 13.7％ その他（純ジャパ、ネイティブとの会話緊張）  1  2.4％
その他（ネイティブ良い）   2  1.0％ その他（深い議論できない、日本語使用したい）  1  2.4％
その他（恥ずかしい）   2  1.0％ その他（卒業時には一定のレベル）  1  2.4％
その他（学術的でない）   1  0.5％ その他（背景間に壁）  1  2.4％
その他（否定的）  11  5.6％ その他（背景同じ方が話しやすい）  1  2.4％
その他（肯定的）   6  3.0％ その他（良いが、専門用語難しい）  1  2.4％
特になし、無回答  36 18.3％ 無回答  2  4.9％
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2016, Ehrenreich 2016, Otsu 2017を参照）、歩み寄りを示す方略の必要性が、回答者自身のビジネ










学生間の理解確認の方法を工夫する必要がある（Doiz et al., 2011, 2013, Wilkinson 2013）。関連して、
授業形式を工夫するには、ディスカッションを多く取り入れる等、学生の参加を促進することが重





（内容言語統合型学習）の授業を取り入れる等の対応が必要であろう（Doiz et al., 2011, Shohamy 
2013を参照）。また、FDの充実に際しては、多分野でのEMIに対応するには、EMIプログラムに

















調査結果の一部は、英語で執筆したWaseda Working Papers in ELFの第６巻に掲載されている。今
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